




















































































































第２クォーター、10 ～ 11 月を第３
クォーター、12 ～２月を第４クォー
ターとし、クォーターごとの科目登
録を可能にしました。これにより、
例えば５月に帰国した学生でも、第
２クォーター以降の科目を履修し、
単位が取得できるようになります。
海外で学ぼうとする学生の意欲を後
押ししたいという考えです。また、
クォーター制を採用する国からの留
学生を、本学に多く迎え入れること
にもつながると期待しています。
　一連の改革の成果はすでに学生の
日々の姿にも表れており、何事にも
率先して取り組む学生が増えている
と感じています。例えば、海外留学
を経験して戻ってきた学生・院生の
中には、留学で得られた気づきや学
びを仲間たちに紹介し、留学のため
の説明会などを自主的に開催してい
る者もいます。
　現在全国的に進められている大学
入試改革は、国際化を軸とする教育
改革をさらに推進する好機だと、本
学では位置づけています。それは、
先ほどお話しした、英語の外部検定
試験の入試への活用推進によって
も、お分かりいただけると思います。
　文部科学省の高大接続システム改
革会議の最終報告では、「多面的・
総合的評価」の重要性が強調されて
います。本学が育成に努めているグ
ローバル人材は、知識だけでなく、
さまざまな経験に裏打ちされた広い
視野を持つ人材です。そのため本学
は、知識偏重の従来の入試から「多
面的・総合的評価」が可能な入試へ
の変革に大いに賛同し、「多面的・
総合的評価」の具体化に向けて動き
出しています。
　例えば２０１８年度には、「文系一括・
理系一括」の入試を始めます。学類
ごとではなく、文系の学域全体、理
系の２学域全体という単位で選抜す
ることで、多様な志望や興味を抱く
入学者を迎え入れ、より幅広い視野
を持つ人材を育成したいと考えてい
ます。この入試での入学者は、入学
後、専門知識を持つアカデミック・
アドバイザーの指導のもと、自身の
専攻する分野を１年間じっくりと
検討して学類を選択し、２年生から
希望の学類に所属します。さらに、
「KUGS 特別入試」も２０２０年度に導
入します。この入試では、高校生の
主体性・多様性・協働性を見極める
ために、全国の高校生対象の「KUGS
特別セミナー」、KUGS に関連した
実習や実験に加え、学力評価テスト
などによって段階的に選抜します。
　ただ、「多面的・総合的評価」の
実現には、人手や予算などの面で課
題があることも事実です。これは、
多くの大学に共通する課題でしょ
う。そのため、大学入試改革を実り
あるものにするには、国が大学に努
力を求めるだけでなく、国による大
学への支援も充実させてもらう必要
があると、私は考えています。
　また、大学の教育改革は、学外と
連携して取り組むことが重要です。
例えば、小・中学校を含めた小中高
大接続や産学連携の工夫によって
も、さらなる成果が期待できるよう
になるでしょう。
　グローバル人材は、大きな可能性
を秘めています。例えば、世界を見
据える広い視野から検討すること
で、地域の課題を発見し、新たな解
決策をもたらすこともできます。ま
た逆に、地方から日本を変えること
も、アジアから世界を変えることも
できます。その意味で地方にも世界
にも貢献できる人材の育成に向け、
今後とも全力を尽くしたいと考えて
います。
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